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1 令和3年度主要事業の執行予定につぃて

■以下の表は現時点における主要事業の執行予定です。今後の執行予定額にっいては、追加の補助に伴い変更となることもあります。

区分 通番 事業実施
箇所等

長崎駅周辺

長崎駅中央通り線

.

予算額
(A)

2 長崎駅東通り線

執行
予定額
(B)

3
長崎駅周辺地区
土地区画整理李業

再開発

17フ,000

差引額
(日)ー(A)

4
新大工町地区

市街地再開発事業

17フ,000

98,500

5

1249,600

新大工歩道橋

98,500

東長崎

6

1,752,000

0

1,222β37

東長崎縦貫線

道路改良工事
用地補償費

予算の内容

7

※

▲ 27,263

1,746,744

0

つつじが丘西線

106,200

橋梁下部工工事一式

L=60m

1件

8

■■→

その他

工事(道路、広場、宅地造成)一式
委託(軌道移設工事委託ほか)一式
建物補償等 1棟

※

' 5,256

(仮称)清藤公園

106,200

94,000

執行予定内容

※国庫補助の内示減に伴うもの

9

施設整備の工事監理一式
新築工事北街区 1棟

94,000

8,500

夜問景観整備事業

→変更なし
→変更なし

0
歩道橋工事 L=40m
埋設管移設補償 1件

99,000

8,500

→変更なし

コ

0
道路工事一式
上水道管等移設補償一式

99,000

→宅地造成の一部は次年度実施予定
→変更なし
→変更なし

40,800

0
建物等調査委託一式
丈量図等作成委託一式

事業期間

令和3年9月市議会建設水道委員会資料
所管事項調査に関する資料関係資料(まちづくり部)

→変吏なし
→新築工事の一部は次年度実施予定

40,800

0
整備工事一式
事業評価委託一式

H26年度~R4年度

→変更なし

実施設計 2施設 →変更なし
整備工事 3施設、1路線 一変更なし

東山手・南山手エリアにおける施設のライトアップに係る実施設計
館内,新地エリアにおける施設のライトアップの整備
中島川・寺町エリアにおける施設のライトアップ及び街路灯の整備工事

R1年度~R4年度

0

→変更なし
一変更なし

事業計画

全体計画及び進捗率

延長
幅員

H21年度~R5年度

→変更なし
→変更なし

L=60m

VV=26m

H25年度~R4年度

延長
幅員

総享業費

→変更なし
→変更なし

L=60m

VV=14m

令和3年8月時点(単位:千円)

R2年度~R4年度

施行区域 A=19.2ha

R2

(R3.3月末)

940,000

H28年度~R7年度

施行区域 A=0.7ha

進捗率

280,000

R3見込み
(R4.3月末)

延長
幅員

R3年度~R7年度

15,40oiooo

64%

L=40m

VV=3m

,

延長
幅員

R1年度~R3年度

17,404,000,,

R3見込み
内示減後
(R4.3月末)

10%

L=70om

V、/=16.5m

86%

延長
幅員

H29年度~R7年度

45%

L=620m

VV=10m

306β42

66%

整備面積 A=0.3he

1,350,000

38%

平和公園エリア
東山手・南山手エリア
館内・新地エリア
西坂・諏訪の森エリア
中島川・寺町エリア
丸山エリア
斜面市街地(演出照明)

72%

1,850,000

5%

93%

72%

49%

197,500

40%

92%

64%

948,200

23%

0.5%

100%

70% 75%
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【補助】都市構造再編事業(長崎駅中央通り線)

道路改良工事

・用地補償(土地取得特別会計買戻し)

長崎駅中央通り線施工位置図

ゞξ
゛

号

ザ休テル長崎BW

フレミアユレクション

(都)長崎駅中央通り線標断面図

'働

2烏
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【補助】都市構造再編事業

・橋梁下部工工事

(長崎駅東通り線)

長崎駅東通り線施工位置図

凡例

施行区域

施工箇所

2烏
国追?02

゛,
e

長崎県交通
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凡例

執行予定箇所

内示減予定箇所

^

【補助】土地区画整理事業長崎駅周辺地区(予算補助)施工箇所図

軌移設工事、国道202号改良工事

力麒新幹線

"加る。
県交通局

建物補

魯゛

ゞ、9幸堰,゛

毒゜'優毒

0

疹?(豆

市道改良工事

サ

多目的広

宅地造成工

翻

甚

^

建物撤去工委託

歩

駅前広場整備工事

新幹麹駅書

在来銀駅舎

西通り線一
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〔主な用途の配置イメージ図〕

新大工町地区市街地再開発事業

住宅

^^^'^^^,●^.
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゛'

笥・蛭'当急圏旧闘街亀阜鼻琶';ヲ'

・・L1地下駐車 1

〔イメージパース〕

庖粛生設

駐車場

古

"

駐車櫓

北街区

※現段階の想定に基づくものであり、今後褒更になる可能性があります。

断大工脅博●■

窯

駐車場

〔現況〕

案務庫設

属云藷詞

1 駐車場 1

属霧尻詞

全体図

南街区

北街区(12階工

北街区(国道より)
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南街区(完成)
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0位置図

新大工歩道橋整備

国道34号一

〔歩這稿〕

0新大工歩道橋イメージ

h
匝亟回

新大工

商店街

巨亟團

施設

地下駐車場

エレペータ

匠珂

匝蚕画

国道34号
新大工町

エレベータ

まちなか



箇所位図 土地区画理事秦区域区間
延長:L=卯m
期間:H28~R3

ι土地区理
矢上区

(済)

.^

1

業

-1

^東長崎地 センター

高城台

方創生道整備推進交付金対銀区
:L=7卯m

事案期間:H28~R7(10ケ年)

四
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東長崎縦貫線幅員構成(2車線W=16.5m)

未手区問
延長:L吃,5働n
事期間:未定

L=2,970m w=22.om

()東崎縦貫線

3.50
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用地費

補

工費

事務

凡例
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用地費
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工費

事務
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夜間景観照明施

(1)館内・新地エリア

アエ事予定箇所

.ライトアップ整備・・・福建会館、湊公園中華門

和3年度夜間景観整備

工事

イエ事予定箇所現況写真

凡例

過年度整伽施設

過年度整伽路線

^悶奪度予定施設
^ R3年度施工路練

^ R4年度以降予定庭設
...... R4年度以降予定路隙

福建会館

(2)中島川・寺町エリア

アエ事予定箇所

・ライトアップ整備・

(街路灯)・回

◆

.
゛

凡例

過年度蓑備庫設

遇年度整備路練

^舶年度予定施設
^ R3年度施工路株

R4年塵以降予定座設

R4年塵以降〒定路線

.■■

中島川公園

出来大工町桶屋町線

.

.

鼻

.

湊公園中華門

,
.

向

.

.

若宮稲荷神社の鳥居

゛
"

.
◆.

亀.
◆

゛.



イエ事予定箇所現況写真

1
口

、ぱ1 ボラード灯

出来大工田備屋町線(道路照明施設整備)
【大井手橋~馬町交差点間】

2 夜閻景観照明施設実施設計

(1)東山手・山手エリア

ア実施設計予定箇所

・旧香港上海銀行長崎支店記念館、長崎教会

中川公 (テープライト整備)
~魚市橋間】

..

イ実施設計予定箇所現況写真

.

゛
゛

0
.
.

凡例

過年度整備施般

遇年度整備銘線

^ R3年度予定族設
^ R3年度施工路線

. R4年塵以降〒定施設

R4年度以降予定路繰■●●●■●

.

゛.

長崎教会

0

旧香港上海銀行長支店記念館
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0
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2 市街化調域における住宅団地開発の取扱い方針にっいて

(1)現状認

①人口転出

.崎市の人口は転出超過(特に若い世代)

【長崎市全体】

(人)

訊X刃

2(X刃
1888

2376

が続いており、危機的状況にある。

【大村・諌早への転出】

(人)
350

2772

0
H29

(2017)

15~39才

R,H30
(2018)(20,9)

15~39才以外

②転出理由

.周辺市町に転出した若い世代 a8~49 歳)の転出理由のうち、約7割が住宅事情に
よるものと推察される。

住宅事情による転出

67 4%

出典

192

総務省統計局(令和元年

長崎市統計年鑑

254

312

0

1

RIH30H29

(2017)(2018)(2019)

大村市諌早市

住民基本台帳人口移動報告)

人口

その他

32.6%

ノ〆

居

の向上

10 2

結婚または

婚のため

37.9%

出典:第2期崎市まち・ひと・しごと 1生総合戦略

自分のを

持ちたかった

19.3%

2 への



③周辺市町からの通勤通学状況

'長崎市の生産年齢人口(220,885人:H27国調)の約 14%に相当する約3万人が周
辺市町から通勤通学している状況にある。

(人)

35,000

29,783 29,52628,763 28,885
30,000

2,フ2,24 2,8U2,釘

25,000

8,8678,9549,385 9,101
20,000

15,000
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10 000

住み二いと思わない

33 9%

5.000

(2015年)

平成27年

0

Π 151

計

出典:国勢調査

出典

(2000年)

平成12年

^長与町

図3 辺から への

4市内への居住意向

'長崎県内、県外への転出者のうち、約6割が長崎市に「住みたいと甲う」 と回答し

ている。(転出者を対象としたアンケート調査:サンプル数3,7価人)

無回答 2.0%

4 一出の

第2期長崎市まち・ひと

(2005年)

平成17年

^時津町

住みたいと思'

餌,1%

への 口

・しごと 1生総合戦略

諌早市

(2田0年)

平成22年

大村市



2)今の取り組み方針

0第五次総合計画の基本構想に示す「めざす2030年の姿却」の実現を図る0
※1 めざす2030年の姿(第五炊総合計画基本構想)

.みんなでっながって、暮らしやすさをっくり続けています

.産業がもたらす活力と技術の進歩を取り入れ、生活の質が高まっています

.交流の歴史に培われた多様な魅力で人を惹きっけています

.平和な世界、持続可能な世界の実現に貢献しています

0都市計画マスタープランに示す「ネットワーク型コンパクトシティ長崎」を実現し、
将来にわたって持続可能な都市構造(まちの形)とする0
※2 ネットワーク型コンパクトシティ長崎

.人口減少が進む状況においても、それぞれの地域にあった暮らしやすさを整えてい
く六めに、都市や地域の暮らしに必要な施設がまとまって(コンパクト)確保され
た拠点と、周辺の生活地区が公共交通や道路、情報などで結ぱれた(ネツトワーク)
「まちの形」

0立地適正化計画の主旨を踏まえ、災害の発生が念される区域からの居住誘導の受け
皿を確保し、将来にわたって安全・安心でらしやすいまちとする0

0重点プロジェクトの1つである「住みよかプロジェクト」が目指す、若者や子育て世帯
が住みやすいまちの実現を図る。

0長崎周辺や長崎スタジアムシティの整備などにより、目民が連して「若者の楽しみ
の場」を創出し、都市の魅力向上に努めている中、今後、若い世代が市内に定住できる
ような環境を整備する。

☆このような方向性を具体化するため、まちづくり(都市計画)の分野から、次のような
取組みを行うことで、「市内に住む」ための用地を増やしていく。

◎原則、住宅が建てられない市街化調整区域においても、一定の要件を満たす土地に
つぃては住宅団地開発を許容していく。

◎上記を進めるための手法として「地区画制度」を利用することとし、今後、関係団
体等の見を聞きながら運用準の策定を進める。
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【参】近年実施している都市計画の規制緩和の取組み

ア市街化調整区域での工系企業立地用地開発を許容(R2.10施行)
才働く場を確保する。(市内企の転出抑制、市外企業の誘致)

イ都市機能誘導区域及び居住誘区域の容率UP (R3.3施行)
=土地の高度利用を可能にし、住宅や店舗、オフィスなどの選択肢を増やす

ウ【今回】市街化調整区域での住宅団地開発を許容
=若い世代の住宅需要の受け皿をっくり、市内定住をさらに促す

.イは主に「都心部」や「都心周辺部」、「地域拠点」における機能強化を図るもの0

.ウは各地区の中心となる「生活地区」の維持・強化に繋げるもの。

.また、ア~ウは、いずれも既存のインフラを有効活用することを基本。
コ各地区の特性に応じた商業・業務、医療・福祉機能等の都市機能等を誘導すると

もに、これらを公共交通、道路、情報通信などでネツトワークする「ネツトワー
ク型コンパクトシティ崎」の考え方と整合している。

⇔また、行政コストを増やすことなく、都市機能や公共交通を支える定住人口の確
保にっなげ、開発後は市街化区域(居住誘導区域)へ編入する方針であり、「立地
適正化計画」の考え方とも整合している。

.なお、本基準運用後も無秩序な市街地の拡大・拡散の抑制に努めるとともに、必要に
応じて市街化区域の縮小を図る。

イ都市機能誘区域及び
居住誘導区域の容積率UP!!
(R33~

高度利用による

家低減

居住誘導区域

市街化区域

区域内
の建物容積

都市機能誘導区域

公共交通

による連携

「布街化調整区域

心周辺部

都心部

今回

ウ市街化調整区域での

自然共生区域

工場

生活地区

戸建住宅等の供給

く場の創出

,'/1
工場

"

^^

L-

ア市街化調整区域での

(R2.10~)

のみ

^^^

^

住宅団地

^

y

"

、
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③市街化調整区域における住宅団地発を目的とした地区計画の用にっいて

①基本的な考え方

'市街化調整区域は市街化を抑制すべき区域という本来の性格を踏まえ、同区域にお
ける住宅団地開発は、

「居住誘区域に連続し既存ストックが有効活用できること」
「環境悪化や災害の恐れがない」

などを満足する土地のみを対象とすることで、無秩序な市街地の外延化を防ぎなが
ら、民間による良好な住宅用地の供給を支援する。

②運用基準(案)の概要

a 基本的な方針

・周辺の自然環境や林漁業との健全な調和を図ること

'既存インフラ(道路、上下水道、学校など)を有効活用する

地区計画策定可能エリア

・居住誘区域(平成30年4月制定時点)から 250m以内

.幅員6m以上の道路(計画、事業路線含む)から 140m以内

'造成前の地形が勾配15度を超える傾斜地を3分の1以上含まない概ね整形な土地

C 地区計画の要件

.居住誘導区域に連続(既存ストック等の有効活用)

'地区計画区域内外に土砂災害特別警戒区域を生じさせない(安全性)
'小中学校規模の適正化と適正配置に支障を生じさせない(関連計画との整合)
'原則的に、自然環境・農林水産業・文化財保護のため保全すべきとされた区域
土砂災害特別警戒区域、急傾斜地崩壊危険区域等を含まない(法との整合)

・区域の規模 0.5ha以上(都計法で規定)

、
、

、

地区計画住宅団地
策定可能工Jア※

、

'、、、ゞ、、
傅、、 1'、、、令"、、ず"、

、
、

、
、

6'、ミ土砂
ゞ':勺也ぺリ

、地~

市街化調整区域

工1 アのイメージ

別区域
止区
危険域

都市機能誘導区域
その他の区域

※運用基準により開発された住宅団地は、市街化区域及ぴ居住誘導区域への編入に向けた
手続きを行う。

檎,6,'6m架上
1 1の欝

-18-

250m

1

"、

1

'

'

,

'

ι

、,14

居住誘導区域

1

1

'

Om

7 口

自然共生区域

'
,



d 許容する土地利用(第一種低住専内で建築可能なもののうち、次に掲げるもの)
ア住宅イ住宅で事務所、店舗、その他これらに類する用途を兼ねるもの
ウ共同住宅、寄宿舎又は下宿工集会所オ診療所
力巡査派出所、公衆話所、その他公益上必要な建築物(地方公共団体の支所又

は支所の用に供する建築物、老人福祉センター、児童生施設を除く)
キア~力に附属する建築物で軒高2.3m以下・床面の合計5rr「以内の平屋物

軒高2.5m以下・床面積の合計50市以内の車庫、

e 建築条件等

.第一種低住居専用地域の建築条件等を準用し、次のとおりとする。

表1 建築条件等

条件項目項目

北側容率
斜線建蔽率
制限

(2) 50M以内の自動車車庫等

(1)イ

.:壁の長さが3m以下:
:■(■+b+急)' 3m '

条件

10酬以下

50%以下

(角地60%以下)

180 rr「以上

10m 以下

敷地面

高さ

道路

斜線

制限

1.25

反1

対i

の!
境,
界i

1.0

壁面後退

1 前面道路

捌

天空率

外壁後退距離纂 1. om以上
業(1)ア又は(1)イ(2)

の条件き満亢す場合は建築可能

,床面稿5 以内

斜線制限により確保される環境

(採光・通風等)が同程度以上

に確保される建築物について

は、その斜線制限を適用しな

し、。

(4)今のスケジュール

令和3年9月~10月

令和3年11月~12月

令和4年1月

1. orT'

物電等

敷地填界線

'

(予定)

議会明=関係団体から意見聴取

都審諮問=議会説明=基準制定

基準公表・運用開始
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3 長崎市地域公共交通計画について

1 長市地域公共交通画

1 目的

長崎市では、路剛(ス、路面電車、鉄道などによって市内一円で移動サービスが提供され、

公共交通の徒歩圏人ロカバー率は80%と、全国平均の55%を大きく上回る水準で市民の日常

の移動を支えています。一方で、公共交通の利用者数は減少し、このままでは減便や路線廃止
などによってカパー率が低下する恐れが高まっています。

そこで、国が定める基本方針に基づき、行政と事業者や関係者が連携.協力し、公共交通ネ

ツトワークのあるべき姿を明らかにしつつ、取り組むぺき実施施策を示すものとして、地域公

共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく「長崎市地域公共交通計画」を策定します。
2 位置づけ

令和2年6月に策定した「長崎市公共交通総合計画」を基礎とし、具体的な施策の実施に向
けた法に基づく計画とします。

3 対諒区域

本計画は、長崎市全域を対象とします。

4 計画期間

本計画の計画期間は、令和3年度から7年度までの5年間とします。

長崎市公共交通総合計画

(令和2年6月策定)

(目標年次:令和 17年度)

Ⅱ公共交通を取り巻く状況

・人口減少と少子・高齢化の進行

・自家用車依存率の上昇

・交流人口の増加と人の流れの変化

・公共交' ' 1 に係る補助金の増大

・新型コロナウイルスの流行

農 地域公共交通計

L

925164

今回計画

100%

80%

60%

15,1%

展

■人口の推移

40%

20%

地域公共交通利便

増進実施計画

14,6%

90

〔Aユ

^
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住53% 16念%
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皿公共交通の現状

1 運行エリア

.公共交通の徒歩圏人ロカバー率は80%

.一部、公共交通が不便な地域力てある

2 利用状況

.市民の43%が日常的に公共交通機関を利用

.中心部から雛れるに従い公共交通機関を利用

しない傾向

.人口の減少率よりも公共交通機関利用者の減

少率が上回つている

朝の通勤通学時間帯と帰宅時間帯利用が多い

3 経営状況

.各交通事業者は、運輸部門以外の収益で路線

を維持

.路捌(スの運転キロ数は、近年減少傾向

.公共交通機関の運転手は不足

^^

■公共交通利用者数推移(千人

200000

150000

■公共交通のカバー状況

10伽卯

500卯

0

S50 S55 S60

ノ{ス

鉄道

50%

H2
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0.偶

0 1 暈

H7 H12

路面電

計

■時間帯別利用回数の変動
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^
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^
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^
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^、
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RIH30H29H28

■長崎市の人口と公共交通利用者、路捌(ス運転キロ
の増滅率の推移(H25=0.09"0)
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Ⅳ公共交通にする査・分析

・アンケートではサービス水準として便数、移動時間、車内環境を重

・利用全体のおよそ半分が生産年齢人口の通勤や通学

・運行系統が重複している路線では、乗車率が低い傾向

・利用者数の減少率は、人口の減少率よりも高い割合で推移

・将来の減収分を運収入で補うには、利用者減少率ベースなら現状の倍の運が必要

■長崎市の人口と公共交通利用者の減少率の推移(RI=0.0ψ。)

30.0%

20.0%

10.0%

0.0%

人口

・10.0%

・20.0%

路線バス利用者

300%

・40.0%

・500%

■主要地点間の収支率(利用者減少率ベース)
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V これからのし、、共交通に向けた方針

1 公共交通ネットワークの将来像(令和7年度まで)

幹線は路線バス、路面電車、航路で維持
運行調整(効率化)しやすい運行形へ移西滞市

行(ハプ&スポーク運行)

効率的で地域に合った移動手段を確保

図表示

一

長与町

^^

1
〆

諌翠市

^
^

f

東喪婦

.

0

0

峯fし偶1沖

種男4

幹線
路捌(ス・路面

航路

路線ノ(スなどによる

カバーエリア

既存コミユニティ交通による
支線 カパーエリア

新たなコミユニティ交通への

移行検討エリア

乗継拠点 0
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2 目指す姿

目指す姿1 各の公共交通が持口 行形態となっている

市民生活や都市活動を支える重要恋移動手段であることからも、持続可能なもので恋けれぱ
なりません。

目す姿② 点間の移を支えるサービスレベルが保たれている

'都心部と地域拠点、生活地区が連携しながら一体的に機能するものであり、公共交通は連携
を支えられるサービスレベルで恋けれぱ恋りません。

目指す姿③地域内の移動手段が保されてぃる

生活地区内でのらしを支え、都心部や地域拠点のサービスを受けるための、必要な移動手
段が確保されなけれぱなりません。

目指す姿4 都市の活性化等に貢献する行形態となっている

・生活を支えること以外にも、観光、産業、都市の発展に必要な様々な移動への対応や、世界
的にも求められている低炭素社会の実現に貢献できる公共交通でなけれぱ恋りません。

3 目標

●'化計画の居住誘導区城内で、公共交通徒歩圏人ロカバー率9096楽を維持する
●周辺地域では、地城の実情にあった移動サービスを確保する

※公共交通のサーピス水準の目安である公共交通利便区域(長崎市の定軽:①鉄道駅及ぴ路面電車電停か

ら半径50om圏内又は②1日30本(平日)以上運行されているバス路線の沿線30om (平均勾配10度
以上は 150m)内の区域)の人ロカバー率は居住誘区域内で現況92%であり、公共交通のサーピ
ス水準を将来も維持する考えから、カバー率90%を目標としてぃます

4 課題解決の方策

目指す姿 課題 課題解決の方
各種の公共交通が
持続可能な行形
態となっている

拠点聞の移動を支
えるサーピスレペ

ルが保たれている

地域内の移動手段
が確保されている

●利用者の減少

●運転手不足の深刻化

●路線の重複に起因した需要と供給の

アンバランス

●ピーク時とそれ以外の利用者数の差

●移動に長時間を要する地区の存在

●減便や路線廃止の可能性増大

既存路線の

効率化・見直し

都市の活性化に貫
献する運行形態と
なっている

●公共交通が利用しにくい地域の存在
●減便や路線廃止の可能性増大
●収支のアンパランス

●大型事業で人の移動に変化
●路線バスは観光客にとってわかりづ

らい

②公共交通サービス
の向上



5 数値目標の設定

指標

平均乗車密度

( fス)

指標の設定理由

※00 ・・・現状のまま推移した場合の推計値

効率化の施策効果

を評価するため

公共交通事業

の収支率

(必須指標)_

現況値(Rわ

目標値(R7)

10.0 (人)

1 ・19 (人)

運賃や運行経費が

適正であるか評価

するため

匝王巫ヨ゜"

^

^

目標値の設定理由

過去5ケ年(H27~RI)

の実ゑで最も平均乗車密度

089

適正な運行形'と

なっているかを

評価するため

1,00

※073

持続可能とするため収支率

1.00以上必要

収入額=旅客運等

支出額=人件、燃料費、

修繕、減価却等

国の補助割合(1 2、

1/3)を準用し、コミユニ

ティバスは補助率1 2 (そ

の他路線は現状維持)、乗合

タクシーは補助率1 3

238 (円)

公共交

利用者数

233 (円)

※262 (円)

利用促進策の効果

を評価するため

^

甲用^、

^

【地域ごとの現況値→目標値】

緑辺部(コミパス・ーマン'

401円→377円※441円

840

(百万人)

市街地(乗合タクシー)

84円一97円「尿;三る^

利便性向上策を

評価するため

※R7目標値は加平均値

707

(百万人)

※61.0

(百万人)

利用者の減少トレンドを

人口減程度弐で抑える

638 (%)
利便性の向上等による現

状維持

方
策

目
標

①
既
存
路
線
の
効
率
化
・
見
直
し

周
辺
地
域
で
は
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
移
動
手
段
を
確
保
す
る

立
地
適
正
化
計
画
の
居
住
誘
導
区
域
内
で
、
公
共
交
通
徒
歩
圏
人
ロ
カ
パ
ー
率
卯
%
を
維
持
す
る

②
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
向
上



Ⅵ施策の展

1 施策展開の基本的な考え方

(1)既存路線の効率化・見直し

幹線

求める機館】

●需要と供給のバランスが取れつ
つ、都市活動が円滑に行えるサー
ピスが提供されている

対応策】

●各生活地区の人口規模等に応じた便
数などのサービス水準を設定する

●競合路線における事業者間の調整を
促し、路鳥臭の効率化を図る

●都心部などの運行系統の輪襲を解消
する

(2)公共交通サービスの向上

【求める機】

●地域の実情にあわせた移動サー
ピスが確保されてぃる

【対応策】
●速達性・定時性を向上する
●乗継環境を改善する

●パリアフリー化を推進する

●MaaSの導入などデジタル化を促進する
●フリー乗降区間の拡充や新たな料金体系を促進する
●ピーク時間とオフピーク時間の利用の平準化を目指す

【対】

●需要に見合った適切な運行形を構
築する

●補助金で維持する路線は、運行内容
又は形を見直す収支率などの
ラインを設定する(トリガー方式)

■ハブ&スボーク型ネットワークの形成(イメージ)

竺活地匡

桑り鞭ぎ拠点

(交通結節点)

■需要に応じた輸送手段の選択

郁心

生量地匡

定時定路のサービス

「辰蚕弓而亘「
路バス

、、

^

,,.".

高

曳

、

コミュニティバス・乗合タクシー

生悟地区

デマンド型サービス

デマンドバス

乗合以外のサービス

自家用有償旅客運送

(交通空白地有償運送
,福祉有償運送)
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2 展開施策

方針 展開施策

a)人口規模等に応じた便数、ダイヤの設定

(2)競合路線(路線バス)における便数調整

(3)「ハブ&スポーク型」ネットワークの形成

(4)需要に応じた輸送手段の選択

(5)都市施設等の整備と連携したパス路線の見直し

(6)貨客混載輸送の検討

a}路線沿線環境の変化と連動したバス路線の見直し

(2)コミユニティ交通等の維持・確保

(3)市補助路線でのトリガー方式の採用

(4)需要に応じた輸送手段の選択(再掲)

⑤小・q^と^したバス^し

(6)道路整備に合わせたパス路線等の延長

(乃貨客混載輸送の検討(再掲)

(1)通勤シャトルバスの拡充・快速バスの'入

(2)バス専用レーンの拡充

信)主要な交通結節点の整備

(4)パークアンドライド駐車場の整備

(5)車両等のパリアフリー化

(6)先進的恋ICT技術の極的な'入

(フ)新たな料金体系の設定

(8)時間毎利用の平準化

(9)観光需要に応じたバス路線等の開設・延長

Π0)パス停の新設・移設・フリー乗降区間の拡充

実施時期却

現前後

事/行

事

事/行

事/行

事/行

事/行/運

事

行/住

行/住

事/行

事/行

事

事/行/運

事

事/道/交

事/行

行

事/道

事/行

事

事/行

事

事/行

..ー・・・検討

^・・・実施

実施主体巣2

※1 現・一令和3年度

前一・令和4~5年度

後・・令和6~7年度

Ⅶ

.本計画を推進してぃくにあたり、長崎市公共交通活性化協議会が主体となって施策の効果や必
要性の評価を行います。PDCAサイクルに基づき、掲げた指標は毎年度進捗状況を把握すると
ともに、達成状況に応じて事業の見直しを図ります。

画

※2

.計画終了時には;欠期計画に向けて、5年間全体の評価、見直しを行います。

事・一交通事業者
住・一地域住民

道・一道路管理者

.本計画に定めた施策を展開するにあたり、実施に係る確実性や円滑化を図るため、地域公共交
通の活性化及び再生に関する法律に基づき、地域公共交通利便増進実施計画を策定します。
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4 長崎駅辺工事のスケジュールについて

項

県連続立体交差事業

目

W-・ー・1
平成抑卑廐 崖令和2卑度

J R ゛R新駅ビル

壷

4月6月6月7月尋

高架切普●・・・,●軌道撒去完了

歩行者卑用道路

令和岬度

,10月11月1全月1月

■■■■■■

,■■■■■^

国道202

■■■■■■厘

■■■■■■ 1

2月ヨ月'

()東西線

市

令和4卑度

フ"且",月10""

(都)中央通り線

■■■■■■

■■■冒冒冒冒思

■■■冒冒冒冒慶

(都)東通り鞍

1里野 1屑全月3

■■

■
■■

稟口駅前広場

4"与月6月7

■■■■■■ 1
■■■■■.1

゛

令和E卑廣

■月,10月11月12月1月

鳳■冒冒冒冒冒冒

、■■冒盟冨冒冒冨

■ ■
医 ■

暫定供用(車道完成)●

■
■

暫定供用(車道完成)●

■
■

南側完成●

■
■

工しへ'ーケ・工肋b,・トイレ完成●

交通広場暫定供用①●

●部分閏業

2月ヨ月4月6月'

右折帯供用●

7男 8

る■■■■

■■■眠■■■躍

匝ヨ

令和6卑度

9月10月11月
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長崎駅周辺平面図

図1 出島メッセ長崎開業時
(令和3年11月1日)
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長崎駅周辺平面図

図2 新幹線開業時
(令和4年秋頃)
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長崎駅周辺平面図

図3 ゛R九州新駅
(令和5年
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